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近年，港の魅力を活かす「みなとまちづくり」が推進されている．「みなとまちづくり」に

おいては港湾と背後地域との連携・ネットワーク化の必要性が指摘されているが，その具体的

な内容に関する議論は十分ではない．本研究は敦賀港を対象に，Space Syntax理論による分析を

導入し，港湾と背後地域の空間的連携についてその特徴を明らかにすることを目的とした．

Axial Analysis を実施した結果，中心性・移動効率性の観点からみた背後地域の中心領域を確認

し，海岸線平行方向の街路の中心性が高い傾向にあること，海岸線直交方向の街路は数多くあ

るものの中心性は低いことなどの特徴を明らかにした．旧海岸線上の空間的接続のみに着目し

ていた先行研究に比べ，みなとまちの構造自体を議論することが可能になった．  
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1. はじめに 
 
(1) 研究背景 

港は水上交通と陸上交通の結節点であり,  港湾と

背後地域が一体となって港町を形成してきた． し
かし, 近代以降, 港湾の物流・産業機能が大型化する

一方，背後地域は港湾以外の都市機能充実による人

口増加等で拡大した．管轄する法律や管理主体が異

なることから，港湾は港湾単独で整備が進み，背後

地域の都市計画との間に十分な整合性を確保する仕

組みは十分ではなく，港湾と背後地域の一体性が失

われていく傾向にある． 
 近年の港湾政策では港湾機能に生活機能を新たに

加え，港湾を核とした地域の活性化を図る「みなと

まちづくり」が推進されている 1) ．これらは「み

なと」を核とした地域の個性ある発展の達成を目指

しているものの，実際には港湾の範囲内に留まるケ

ースが多い．そこで，2019 年にみなと総合研究財

団における新みなとまちづくり研究会が「新みなと

まちづくり宣言」2)   を公表した． 臨海部における

従来のみなとの空間形成に係る課題を整理し，従来

の港湾の再開発とは異なる新たな仕組みを提示した．

この中で，新しいみなとまちづくりにおいては「み

なとまち」の水辺空間を始めとする海・港湾にかか

る地域資源や既存ストックを再生・有効利活用し，

それらの資源群と背後地域との連携・ネットワーク

化を図ることが重要であることを指摘している（図

-1）．しかしこの「連携・ネットワーク化」につい

ては，これが具体的に何を達成しようとするのかに

ついては「新みなとまちづくり宣言」では具体的に

図-1  海・みなとからみた地域づくり・地域再生 3) 
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示されておらず，既往研究でもほとんど議論されて

いない． 本研究の先行研究である前澤ら 4)の研究で

は，港湾と背後地域の連携を空間的連携，視覚的連

携，活動的連携の３種類に分け，清水港を対象とし

た調査から港に面した地域の連携の特徴を表現して

いる．ただしこの研究におけるそれぞれの連携の把

握方法は改善の余地がある．特に空間的連携は港湾

と背後地域が接する部分にのみ着目していることか

ら，みなとまちの空間構造全体の特徴を捉える方法

に展開する必要があると考えられる．  
 

(2) 研究目的 

本研究は， Space Syntax 理論（以下 SS 理論）に

よる分析を導入し，みなとまちにおける港湾と背後

地域の空間的連携について，みなとまち全体の構造

を踏まえた特徴を明らかにすることを目的とする． 
対象地は敦賀港（福井県）とした． 
 
(3) 研究方法 
   本研究では福井県敦賀市の敦賀港の範囲 (図-2) 

を対象に,  SS理論による Axial Analysis を行い

都市構造の分析を行う． 具体的には Axial Map を

作成し, Int.Vを算出することで, 対象範囲の中心

的な場や移動効率性に優れた街路が把握し, 敦賀港

における歴史的変遷や港湾政策と照らし合わせなが

ら, 都市構造を明らかにする．  

 

  
(4) SS 理論の分析方法とその指標 

 SS理論とはロンドン大学のBill Hillerらが1980

年代前半に提唱した空間のつながりを解析する理論

である．5) 本研究ではそのうち Axial Analysis を

用いる． Axial Analysisは街路などの空間を Axial 

Lineと呼ぶ直線で表現し, 分析対象領域の空間構成

を Axial Lineの集合によって表現した Axial Mapを

用いて空間構造を解析する手法である． 

Axial Analysisによって求められる Integration 

Value(以下, Int.V)は他空間とのつながりの強さを

示す指標である． 一般的に Int.Vが高い場合, 他

の空間からのアクセスが容易で対象エリアの中心的

存在で賑わいのある空間である一方, Int.V が低い

場合, 他の空間からアクセスが容易ではない分離さ

れた空間で閑静な空間であるとされる 6)． 

 

  
2. 対象地の概要 
 本研究の対象地である福井県敦賀市の敦賀港の概
要を⽂献 7) より抜粋して紹介する．敦賀港は ,  古く
から⼤陸との交易拠点として，そして，⽇本海の海
運と琵琶湖の⽔運を結ぶ結節点として栄えてきた． 
1896 年に開港外貿易港，次いで 1899 年に外国貿易
港に指定され，国際港として発展した．1907 年に

第一種重要港湾に指定され， 1913 年に第一期敦賀

港修築工事が完了し，港湾施設の拡充がなされた．

その後，1929 年に第二期港湾修築工事が完了し，

敦賀港の港湾機能はさらに向上した． 
第二次世界大戦の空襲により敦賀市街地は壊滅し，

敦賀港とその周辺に機雷が撒かれ港湾機能に影響が

及んだ．戦後は国際情勢の変化により外国諸国との

貿易が途絶したことから，港勢が減衰したが，1951 
年の重要港湾及び外国人出入国港の指定を契機に，

敦賀港の背後地域に立地する鉱工業の主要原材料と

なる鉱産品，林産品等の輸移入基地として栄えた． 
1970 年には北海道航路が開設され，定期フェリー

が就航し，中京・京阪神地区と北海道を結ぶフェリ
ー基地として発展した．1990 年には外貿コンテナ貨
物の取扱いが開始され，2002 年には苫⼩牧港との間
に国際貨物線の定期航路が開設された．2010 年に鞠
⼭南地区多⽬的国際ターミナルが供⽤を開始し，翌
年には⽇本海側拠点港に選定された．さらに，韓
国・中国との間の定期コンテナ航路を擁することか
ら，2012 年に外貿コンテナ取扱量が過去最高を記

録するなど，北東アジア地域における海上輸送の拠

点として重要な役割を担っている． 
現在は，海上輸送の拠点となる重要港湾として，

本州⽇本海側で新潟港に次ぐ取扱貨物量を有してい
る． 

 
 
3. 空間連携分析連携調査  
 

(1)  解析における設定条件 

    Axial Analysis では解析範囲周縁部の Axial 

Line において解析範囲外の街路空間とのつなが

 
図-2  調査対象範囲および解析対象範囲（敦賀港） 
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りが計算されないため，本来の Int.V より小さ

く算出される．そのため Axial Analysis の解

析対象範囲は，本研究における分析対象範囲よ

りも範囲を広くとった（図-2 実線）．また，

Int.Vの解析範囲（Radius）は 3とし，Localレ

ベルの Int.Vを算出した． 

 
(2) Axial Analysis による都市構造の考察 
図-3に対象地域の Axial Mapを示す． 

a) 全体構造の特徴 

全体的に Int.Vが高い場所として，敦賀駅（図-3

の A）と気比神社（図-3 の B）をつなぐ国道８号線

 
図-3   敦賀港の Axial Analysis 結果  (Local, Radius=3) 
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沿いの面的領域がある．また，アーケードのある商

店街を含む神楽通り（図-3 の C）とその内陸側の通

り（図-3 の D）など，海岸線に平行な街路の Int.V

が大きい．港湾と背後地域を結ぶ役割を果たすと考

えられる海岸線に垂直な街路では金ヶ崎緑地に接続

する街路（図-3 の E）と笙の川の一本東側の街路

（図-3 の F）があるが，これらは敦賀駅や気比神社

周辺との接続があまりよくなく，また距離もあるた

め，みなとまち全体の中で孤立している．また，神

楽通りから港湾側の地域は全体的に Int.Vが低くな

っており，港湾と背後地域をつなぐのに不利な構造

であることがわかる．ただし，Axial Analysisの特

性上，接続する空間を設定できない海岸線付近は

Int.V が低く算出されることに注意する必要がある． 

全体として Int.V が高い Axial Line のネットワ

ークが後背地域から港湾まで繋ぐ構造にはなってい

ない． 

なお，鞠山南地区（図-3 の G）はほぼ独立した半

島状の埋め立て地であり，鞠山北地区（図-3 の H）

は後背地域とは丘陵を挟んで周囲と隔絶し，工業用

地で一般者が立ち入れないため分析は省略する． 

b) 海岸線平行方向街路の特徴 

神楽通り（図-3 の C）より海岸側の地区に着目す

る．全体として突出した Int.Vを持つ街路は少ない

中で，海岸線平行方向の街路の方が直交方向の街路

よりも Int.Vが高い傾向にあることがわかる．街路

配置をみると直交方向の街路の数が多く，海岸に出

やすいように見える一方で，ネットワークの観点か

らは見通し延長が長く多くの直交方向街路が接続す

る平行方向街路の方が中心性・移動効率性が高いこ

とを示している． 

c) 海岸線直交方向街路の特徴 

海岸線直交方向街路は延長が短く Int.Vが小さい

ものが多いが，延長や幅員が大きな直交方向街路

（図-3の E,J,K等）では Int.Vが大きくなる．こう

した街路が港に向かう大通りとしての性格を持たせ

やすいことは明らかだが，港湾側での終端部がどの

ような空間であるかによって実際の雰囲気が大きく

変わる．G の街路は港に関するイベントホールの象

徴的な建物がアイストップになっているものの水面

への眺望が妨げられている．H の街路は水面への眺

望はかろうじて確保できているものの，港湾関連倉

庫が並んでおり魅力には欠ける．E の街路は途中で

若干屈曲しているものの海岸の金ケ崎緑地まで長い

見通しを確保できる上，対岸の鞠山南地区の岸壁に

停泊する船舶を望むこともできる． 

d) まとめ 

Int.V の値による中心性・移動効率性の観点で敦

賀における港湾と背後地域の連携の特徴は次のよう

にまとめられる． 

・ 中心性・移動効率性の高い街路が敦賀駅と気比

神社の間の国道８号線沿いにまとまっており，

背後地域の中心的領域を形成している．土地利

用としても飲食店が集積している． 

・ 海岸線平行方向の街路の見通し延長が長く，多

くの街路と接続するため中心性・移動効率性が

高い．そのため港湾と背後地域を結ぶ意味では

不利である． 

・ 港湾に近い領域では海岸線直交方向の細街路の

数自体は多いが，これらは延長が短く中心性・

移動効率性が低いため，港湾と背後地域を結ぶ

役割は低い． 

・ 海岸線直交方向街路の中で，延長が長く見通し

距離が大きいものは中心性・移動効率性が高い

が，敦賀の場合はまちの外れにあって中心的領

域との接続が悪い． 
 

 

4.  おわりに 
 
(1) 本研究の成果 

 本研究では，敦賀港における港湾と背後地域の空

間連携について，SS 理論の Axial Analysis を用いて

みなとまち全体の特徴を明らかにした．その結果と

して中心性・移動効率性の観点からみた背後地域の

中心領域や，海岸線平行方向・直交方向の街路の特

徴を明らかにした．旧海岸線上の空間的接続のみに

着目していた先行研究に比べ，みなとまちの構造自

体を議論することが可能になった． 
 
(2) 今後の課題 

分析対象事例を増やし，みなとまちの空間的構造

についての共通の特徴や地域性を明らかにすること，

先行研究で言及している視覚的連携と活動的連携に

ついて本研究の成果を展開して分析を精緻かするこ

とが今後の課題である． 
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